
研究第11報

クドンコ病lと対する抵抗性遺伝子について(6 ) 

る関す耐病性のギムオオ

雄英治 ・脊!S 田運浦日

言

オオムギのウドソコ病に対する抵抗型グルーブ 1，7， 11， 12および 13に属する品種の抵抗性遺

伝子仁ついては本研究の第7，8， 9および10報で報告した(日浦，都田，赤堀 1956a， b).第

11報では残りの2，4， 5， 6， 8， 9， 10， 14， 15， 16， 17， 18， 19および20の14のグループ

仁属する44品種のウドンコ病に対する抵抗性遺伝子について報告する.

緒-

料

ウドソコ病菌の11の races仁対する供試抵抗型グルーブの代表的反応および各グルーブlこ属す

る品種数をあげれば第1表の遁りである.

材験実

ヲドンコ病菌の11のraces仁対する各抵抗型グループの代表的反応
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第1表のそれぞれのグルーブ仁属する品種の内訳はグルーブ2では ArlingtonAwnless C. 1. 

702， H. E. S. 1， Kwan C. 1. 1016， Marini， Minn. 90-5および Nigrinudum.グルーブ4

はCoastC. 1. 276， Kleinwanzleben， Manmuthおよび口ジヤ74号， グルーブ5はA.222，
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Bolognes， Brome， 細麦2号， Vankhuri， Victorieおよび ZZ1st C. I. 6298， グループ

6は DuplexC. I. 2433および HannaC. I. 906，グルーブ8は BlackhullC. A. 813およ

びPeruvianC. I. 935，グループ9は AbyssiniaC. I. 2192， Ackermann's Jsariaおよび

Arequipa C. I. 2329，グループ10は会津楳3号，秋播ジパリー，北大4号，北大9号，丸

珍1号， Psaknon C. I. 6305， 三尺穂長Cおよび零不知C，グループ14は LuthC. I. 

972， Moravia， Opalおよびジダ分1号，グループ15はロジヤ66号， グループ16はJ.5および

Monte Cristo C. I. 1017，グループ17はGoldfoi1C. I. 928，グループ18はNigrateC. I. 

2444，グルーブ19はChevronC. I. 1111および Hor.ぬlmSρontan倒 m3325，グループ20は

愛媛楳2号，独17号， 改良坊主麦および畿内5号である. これら 47品種の中， グルーブ5の

細麦2号，グループ10の丸珍l号およびグルーブ20の愛媛楳2号の3品種を除いた44品種と

非抵抗性品種とを交雑し，そのFl，F2， Faあるいはむlこウドツコ病菌の physiologicraces 1， 

V， VI， VII， VIIIあるいは IXを接種して，それぞれの品種の抵抗性遺伝子を分析した.非抵抗

性品種左しては ErhardFrederikson，夏大様変， Nepal，無葉耳，白トウ，Tonsum，矢筈

および有志種を使った.このほかに，無葉耳，白トウ，矢筈および有琶種なEは raceIXに対し

ては完全な非抵抗型を示さないので， race IX仁対する実験ではドイツ春矯あるいは呼蘭を非抵抗

性親とした交雑もある. ドイツ春播および呼蘭は， race IX tこ対して， 完全な非抵抗性である.
実験方法は本研究の従来の方法と同様である.

供試44品種の中のある品種については， アメリカ， カナダ， ドイツあるいはアルゼツチγにおいて接

種試験がなされたものもある.参考のため仁， これら諸外国における接種結果をあげると第2表の遁

りである (Mains& Dietz 1930， Mains & Martini 1932， Moseman 1955， Newton & 
Cherewick 1947， Honecker 1938， Nover & Mansfeld 1955， Sarasola， Favret & Vallega 

1946， Favret 1949). 

なお，アメリカでは races15， 16， 17， 18および19が報告されているがくMoseman1956)， 

これらの racestこ対する品種の反応は識日IJ品種だけしかわかっていなし1ので，第2表から省略した.

実験結果

それぞれの交雑のむに対して race1のほかに2つあるいはそれ以上の racesを接種して見た

が， ここでは互に異なった結果となった racesだけについて報告する. また， 日本の races仁対す

る品種の反応の特徴は，同一グループ内での特徴だけをあげた. 例えば， Arlingtonについては同

じグループ2仁属する H.E. S. 1あるいは Kwanなどとの違いだけをあげた.

1.グループ2(こ属する品種の抵抗性遺伝子

グループ2に属する6つの品種左非抵抗性品種とを交雑した Flおよび F2仁日本の race1を

接種した結果は第3表刀通りである.

Arlington Awnless C. I. 702 : 

日本の11のracesに対して， 閉じグループ2に属する他の品種よりも抵抗程度がやや強し¥ア

メリカ， ドイツおよびアルゼツチツの races仁対しても，高度の抵抗性あるいはかなりの抵抗性である

が(第2表)， Hardison (1944)がAgTDtyronre_ρClISから分離した生態型はこの品種を非常仁

よく侵すことガ報告されている.Briggs (1938)および Stanford& Briggs (1940)はアメリカの

-17ー (163) 



第 3表 グループ2の品種と非抵抗性品種との交雑およびグル戸ブ2の品種を

相互に交雑したF.およびF2仁race1を接種した結果

交雑および親品種の感染程度
接種目の感 F2における観察個体数 分-1-離M 比 A叫

巴染程度 R M S 計 (R+M) :S 
P 

Arlingtonく1)x無 葉 耳 (4) I 2-3 19 209 75 303 3: 1 0.010 .95-.9 

H. E. S. 1 (1-2)x無葉耳 (4) I 2-3 。230 69 299 3: 1 0.590 .5-.3 
Kwan (1-2) x無 葉 耳 (4) 2 9 353 135 497 3: 1 1.240 .3-.2 

Marini (1-2) X Tonsum (4) I 。254 43 297 3: 1 17.536 極小
Minn. 90-5 (1-2) x有者種 (4) I 2-3 1 296 109 406 3:1 0.739 .5-.3 

Nigrinudum (1-2) x無葉耳 (4) I 3 7 208 68 283 3: 1 0.143 .8-.7 

Kwan (1) X Arlington (1) I 0-1 151 1055 o 1206 
Kwan (1) x H. E. S. 1 (1) I 1 49 1131 o 1180 
Kwan (1) x Minn. 90-5 (1-2) I 1 413 795 o 1208 
Kwan (1) x Nigrinudum (1-2) I 1 475 40 2 517 15 : 1 極大 極小

Nigrinudumく1-2)x H. E. S. 1(1-2) 1 2 53 807 4 864 15 : 1 極大 極小

race 3に対する Arlingtonの抵抗性は2つの優性遺伝子 MlxとMly仁よるもので，その中の1

つ MlxはPsaknonの遺伝子 l切らと相同であるとした.

Ar1ingtonx無葉耳の Flに日本刀 race 1を接種すると“ 2-3"程度lこ感染し，ヘテ口仁な
るとかなりよく感染する. しかし， Flでも非抵抗性親品種とは判然と区別できる.Fzにrace1を

接種すると， M typeとStypeに分離する. R typeがわずか観察されているが， これらも完全

なRtypeではなく， necrosis上仁薄い菌糸が認められたから，本来は M typeとなるべきもので

あろう.R typeとM typeを抵抗性とすると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は3:1の

分離をする.Flおよび Fz仁おける結束から， Arlington Awnlessのrace1に対する抵抗性の

主遺伝子は 1つで，抵抗性は不完全便性といえる. この結果は Briggsらの結果と一致しない.

これは，おそらく，接種した raceが違うためと思われる. それゆえ，筆者らが観察した race1仁

対する Arlingtonの抵抗性遺伝子と Briggsらが同定した遺伝子 Ml"， および Mlyとの関係は明

らかでない.

H. E. S. 1: 

11のracesに対して， Arlingtonより多少よく感染する.

H.E. S. 1x無葉耳の Fl仁race1を接苗すると，親品種よりよく感染するが，非抵抗性親
品種とは判然と区別できる.Fz仁race1を接種すると， M typeとStypeは3:1の分離を
するから race1に対する抵抗性の主遺伝子は 1つで，抵抗性は不完全優性である.

Kwan C. 1 1016 : 

11のどの races仁も“1-2"程度仁感染し，顕著な necrosii3ができる.アメリカ，カナダおよび

ドイツの racestこ対しては抵抗性あるいはかなりの抵抗性であるが，アルゼソチツの racesに対して

は非抵抗性である.Arlingtonはアルゼソチツの races仁対しても抵抗性であるから，アルゼツチツ

のraces仁対しては， KwanとArlingtonは異なった遺伝子を持っていることがわかる〈第2表).

Briggs & Stanford (1938)はアメリカの race3仁対する抵抗性に関して， KwanとArlington
は共通の遺伝子を持っていないことを明らかにし， Kwanの race3仁対する抵抗性は 1つの優性

(164) - 18ー



遺伝子 lげんによるもので，M.九と Algerianの遺伝子 M1aは連鎖してやることを報告した.

Kwanx無葉耳の Fl仁日本の race1を接種すると“2"程度仁感染するが親品種と大差は

ない.F2にrace1を接種すると抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (s)は3:1の分離をするから，

Kwanのrace1仁対する抵抗性刀主遺伝子は1つで，抵抗性は優性である.この結果は Briggs

らの結果と一致している.

Marini: 

Race VII， Xおよび XI仁対して他の racesに対するよりも多少抵抗程度が強いようであるが，

判然とした区別ができるほどではない.

Marini x T unsumのむに race1を接種すると，抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は3:1の

分離比lこ適合しない.それゆえ， race 1仁対する Mariniの抵抗性には2つ以上の遺伝子が関与

していると思われる.

Minn.90ー5: 

Race IXに対してかなりよく感染する.

Minn.9ト 5x有志種の Fl仁race1を接種すると“2-3"程度lこ感染するが，非抵抗性品

種とは判然と区別できる.むに race1を接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (s)は
3:1の分離をするから， Minn.90-5の race1に対する抵抗性の主遺伝子は1つで，抵抗性は

不完全優性である.

Nigrinudum : 

Race IXにかなりよく感染する.

Nigrinudum x無葉耳のむ仁 race1を接種すると“3"程度lこ感染し， 非抵抗性親品種

との区別がむずかしし1場合もある. しかし，接種後2週間位放置すると，ヘテロ個体の病斑は褐変

してくるので，完全な非抵抗性個体と区別できるよう仁なる.むに race1を接種すると，抵抗性

(R+M)と非抵抗性 (S)は3:1の分離をするから， race 1 ，こ対する Nigrinudumの主遺

伝子は1つといえる.

日浦，部田(1953)は Nigrinudumのrace1に対する抵抗性は1つの劣性遺伝子仁よるも

のとし， その遺伝子を ml6とした. しかし，この再実験の結果，上述したように，最適接種条件

下では抵抗性ヘテロ個体はかなりよく感染するが，接種後2週間位経過すると抵抗性ヘテロ個体と

非抵抗性個体は大体区別できるよう仁なることがわかった. それゆえ， Nigrinudumの抵抗性を不

完全優性とした方がよいと思われるので，その抵抗性遺伝子を Ml6と改めたい.

以上のように， Mariniを除いた Ar1ington，H. E. S. 1， Kwan， Minn. 9ふー5および Nigri-

nudumの5つの品種の race1に対する抵抗性の玉遺伝子はそれぞれ1つである. しかも， 11の

racesに対する反応仁おいて， 5つの品種聞には判然とした差は認められない. そこで， これら5つ

の品種の race1仁対する抵抗性遺伝子が相同であるかどうかを明らか仁するために， これらの品種

を相互仁交雑した F2仁race1を接種した.結果は第3表の通りである.

第3表で明らかなよう仁， KwanにArlington，H. E. S. 1および Minn.90ー 5を交雑した

F2仁race1を接種しても非抵抗性個体は分離しない. この結果から， Arlington， H. E. S. 1 

および Minn.90--ー5のrace1に対する抵抗性遺伝子は Kwanのそれと相同といえる.Kwanx 

Nigrinudumおよび Nigrinudumx H. E. S. 1では，それぞれ非抵抗性個体が2および4本分

離した.それゆえ， Nigrinudumのrace1に対する抵抗性遺伝子は Kwanおよび H.E. S. 1 

-19 - く165)



のそれとは異なったものであることがわかる. ところで， Kwan x NigrinudumのF2においては， 供試

個体数517に対して観察された非低抗性個体数は2である. この観察数は， 両品種の抵抗性遺

伝子が独立の遺伝をするとした場合の期待数よりはるかに小さし¥ 両品種の抵抗性遺伝子問仁速

鎖があると思われる. しかし，前述したように， Nigrinudumの抵抗性遺伝子はヘテロになると“3"

程度に感染するので， KwanxNigrinudumのむに race1を接種した場合も“3"度程lこ感染

した個体がかなり多く観察された.もともと，非抵抗性個体でも接室条件によっては“3"程度に

しか感染しない場合もある.それで，第 13表では，埴伝子の同定だけを目的として，完全な“4"

を示したものだけを非抵抵性個体として記録した.それで， ここでは KwanとNigrinudumの抵

抗性遺伝子が異なったものであることを報告するにとどめ，その連鎖については F3試験の結果をまっ

て報告したい.Nigrinudum x H. E. S. 1の場合も上述したと同様である.

Kwanの遺伝子は Nigrinudumの遺伝子 Ml6とは異なったものであることがわかった.そこで，

Kwanx無葉耳のむについて，第8報(日浦，部回，赤堀 1956b)で述べた再接種方法〈は

じめに race1を接種し， 3日後に他の raceを接種する〉によって race1仁対する抵抗性遺伝

子と他の raceに対する抵抗性遺伝子との関係を調べたところ，どの racesに対しても同ーの遺伝

子がイカいていることが明らかになった. 単独でグループ2の抵抗反応を示す遺伝子は Nigrinudum

の遺伝 M16だけであったから， Kwanの遺伝子を新遺伝子どして Ml12とする.

2.グルーブ4に属する品種の抵抗性遺伝子

グループ4に属する4つの品種と非抵抗性品種とを交雑したれおよび F2仁race1を接種し

た結果は第4表の遁りである.

グル{ブ4の品種と非抵抗性品種との交雑およびロシヤ 74号xKleinwanz-

lebenのFIおよび F2にrace1を接種した臆果

第 4表

れにおける
観察個体数

R M S 
x2 分離比

計くR+M):S
桜種 FIの感
race染程度ヨ定雑および毅品種の感染程度 P 

.5-.3 

.5-.3 

.9-.8 

.98-.95 

0.873 

0.567 

0.017 

0.001 

15: 1 

3:1 

15: 1 

3: 1 

303 

311 

895 

982 

1220 

15 

72 

55 

246 

241 47 

229 10 

699 141 

718 18 

1220 0 

n
u
n
U
噌

A
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Coast (0) x無茶耳 (4) 1 
Kleinwanzlebenく0)x無葉耳く4) 1 
Manmuth (0) x無葉耳 (4) 1 

ロシヤ74号 (0)x無葉耳 (4) 1 

R シヤ74号く0)x Kleinwanz1e benく0) 1 。

日本の raceIX仁はかなりよく感染するが， 完全な非抵抗性ではない. アメリカおよびカナダの

races仁はかなりの抵杭性あるいは抵抗性であるが，アルゼンチンの raceArg. 1には非抵抗性であ

るく第2表).

Coastx無葉耳のむに日本刀 race1を接種すると，親品種と同様に高度の抵抗性を示す.

F2仁race1を接種すると， R type， M typeおよび Stypeの3つの感染型に分離し， R: 
M:Sは12: 3 : 1の分離比に適合し， (R+M) :Sは15: 1に， R: (M+ S)は3:1にそ

れぞれ適合するから， Coastのrace1 (こ対する抵抗性には， R typeとMtypeの抵抗性を示

す2つの遺伝子が関与しているものと思われる. なお， Coastx無葉耳の F3仁おいて，第 18表に

Coast C. 1. 276 : 
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示したようじ， race 1に対して M typeの抵抗性を示す系統が分離された.

Kleinwanzleben : 

Race IX仁よく感染する.

Kleinwanzleben x無葉耳の Flにrace1を接種すると高度の抵抗性を示す.F2仁race1を

接種すると， R typeとStypeに分離するが， M typeもわずか観察された.Flは高度の抵抗

性を示すから， F2でM typeが分離するのは， M typeの抵抗性を示す遺伝子が含まれているも

のと思われる. しかし， この場合の M type はかなりよく感染し， S typeに近かった.この程度の

ものは抵抗性遺伝子としてとりあげるのはむずかしい.それで， M typeを示した個体も非抵抗性と

すると，抵抗性 (R)と非抵抗性 (M+S)は3:1の分離比lこ適合するくP=O.7~0.5). ま

た， M typeを抵抗性としても，第4表のようlこ，(R+M): Sは3:1の分離比lこ適合するから，

Kleinwanzlebenのrace1 ~こ対する抵抗性の主遺伝子は 1 つで，抵抗性は慢性といってもよかろ

つ.

Manmuth: 

Coastと同様に raceIXにかなりよく感染するが完全な非抵抗性ではない.

Manmuthx無葉耳のFdこrace1を接種すると“1"程度lこ感染し，親品種よりよく感染す

る.F2では Rtype， M typeおよびStypeの3つの感染型に分離し， R: M:Sは12:3 : 1 

の分離比に近し¥また， (R+M) :Sは15: 1の分離をし， R: (M+ S)は 3:1仁近し¥ それ

ゆえ， この品種の race1に対する抵抗性仁関しては， Coastの場合ど同様に， R typeを示す

遺伝子と Mtypeを示す2つの遺伝子が関与していると思われる. しかし， Flに対する接種結果

から， Manmuthの抵抗性は不完全優性であるから， Coastの遺伝子とは， 少くとも， 1つは異

なったものがあると思われる.なお， Manmuthx無葉耳の F3において， race 1にM typeの抵

抗性を示す系統が分離され，むにおいてこの抵抗性は固定されていることを確かめた〈第四表).

ロジヤ74号:

Race IXによく感染する.

ロジヤ74号×無葉t干の Flにrace1を接種すると， 親品種と同様仁高度の抵抗性を示す.

F2仁ra句 Iを接種すると， (R+M) :Sは3:1の分離をする.M typeが18個体観察された

が，“1"程度の感染であった. これら M typeを示した個体の1部は弐代検定によって，抵抗

性に関してヘテロであることがわかった.それゆえ， Flでは高度の抵抗性を示したが，ペテ口になると

感染することもあるようである. これらの結果から， ロジヤ74号の race1に対する抵抗性の主遺

伝子は1つで，抵抗性は優性である.

以上のように， グループ4に属する4つの品種の中， Kleinwanzlebenおよびロシヤ74号の

race 1に対する抵抗性にはそれぞれ1つの優性遺伝子が関与していることがわかった. そこで，

Kleinwanzlebenの抵抗性遺伝子とロシヤ74号のそれが相同であるかどうかを知るため仁，両品種

を交雑した F2にrace1を接室した.結果は第4表の遁りである.

第4表仁示したよう仁， 供試植物はすべて Rtypeの抵抗性を示し， M typeもStypeも

分離しなかった. この結果から， Kleinwanzlebenの race1に対する抵抗性遺伝子はロシヤ74

号のそれと相同といえる.

ロジヤ74号×無葉耳の F2に1度 race1を接種した後，それぞれの raceを再接種した結果

から， race IXを除いた10のraces仁対するロジヤ74号の Rtypeの抵抗性には， ただ1つの
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口このような遺伝子はこれまでに発見されていなし1ので，優性遺伝子が関与していることがわかった.

シヤ74号の遺伝子を Mh3とする.

3.グルーブ5(こ属する品種の抵抵性遺伝子

グループ5仁属する7つの品種の中， 細麦2号を除いた6つの品種ど非抵抗性品種どを交雑し

たFlおよび F2にrace1を接種した結果は第5表の通りである.

グループ5の品種と非抵抗性品種との交雑および A.222 x ZZ 1st 

の民;およびFdこrace1を接種した結果

第 5表

F~ における観察個体数接扇町の感 分隊比
染手呈~ Tl ..  C' .... (R+M): S R M S 計

P X~ 交雑および栽品種の感染程度

0.385 .7-.5 

O.∞03 >.98 
0.430 .7-.5 

0.012 .95-.9 

12.708棒小

0.590 .5-.3 

極小

.9-.8 

能大

0.020 

3 : 1 

13 : 3 

15: 1 

1 : 3 

3: 1 
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A.222 (1) x無業耳 (4)

Bolognes (1-2) x Tonmm (4) 

Brome (1) x無葉耳 (4)

Vankhuri (1-2) x矢筈 (4)

Victorie (2) x無業耳 (4)

ZZ 1st (1) x Tonsum (4) 

A.222 (1) x ZZ 1st (0-1) 

A. 222 (0-1) xシメリー2く1-2)

A.222(0-1)xロシヤ50号2(1-2)

1 

1 極小

A. 222: 

A.222x無葉耳のFlにrace1を接種すると親品種とほとんど同程度の抵抗性を示す.F2仁

race 1 を接種するど，抵抗性 (R+M)~~ド低抗性 (S) は 3:1 の分離をする.親品種が“ 1"

程度仁感染するから， F2において Rtypeの抵抗性を示す個体は出ないはずであるが， 観察結果

では Rtype が非常仁多~'. しかし， F2において Rtypeと記録されたものの大部分は完全なR

typeではなく， "0-1"程度に感染し，親品種と大差はなかった.Flおよ15F2における結果から，
A.222のrace1に対する抵抗性の主遺伝子は1つで，抵抗性は優性である.

Bolognes: 

Races III， VIおよび VIIに対して他の racesに対するよりも多少強い抵抗性を示す.
Bolognes x TunsumのF2にrace1を接種すると，抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は13:3 

の分離をするから， race 1に対する Bolognesの抵抗性には， 少くども， 2つの遺伝子が関与し

ていると思われる.

Brome: 

Race IIIに対して他の racesに対するよりも強い抵抗性を示し，

よく感染する.

Bromex無葉耳の Fl仁 race1を嬢種するど， 親品種と同程度の抵抗性を示す.

race 1を接種すると，抵抗性 (R+M)ど非抵抗性 (S)は15: 1の分離をするから， race 

nこ対する Bromeの低抗性には2つの遺伝子が関与してやると思われる.なお， Bromex無葉耳
のF3において，第18表に示したように， races 1， VI および VIIにM typeを示し， races 
V， VIlI および IX仁Stypeを示す系統が分離された.

(168) 

race VIIIに対しては多少

F2仁

総大
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Vankhuri: 

Races III， VIIおよび XIに対して他の racesに対するよりも多少強い抵抗性を示す.

Vankhurix矢筈の日に race1を接種すると，“3-4"程度に感染し， 非抵抗性親品種と

区別できない.F2にrace1を接種すると，抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は1:3の骨離をす

るから， Vankhuriのrace1に対する抵抗性の主遺伝子は1つで，抵抗性は劣性である.

Victorie: 

Victoriex無葉耳の Flにrace1を接種すると，“3-4"程度に感染し，非抵抗性親品種と

ほとんど区別できない. F2仁race1を接種すると， 抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は3:1の

分離比に適合しない.抵抗性と非抵抗性が3:1の分離をするとすれば，総個体数194に対して，

S typeの期待数は49である.実験結果では70個体の Stypeが観察された. この観察数は期

待数より非常に多し¥ 以上の結果から， Victorieのrace1に対する抵抗性の主遺伝子は1つ

で，抵抗性は不完全劣性といえよう.

ZZ 1st C. 1. 6298 : 

大部分の racesに対して， グルーブ5に属する他の品種よりもやや抵抗程度が強し¥ とく仁，

races IIIおよび VIIに対してはかなり強い抵抗性を示す.

ZZ 1st x TonsumのF2にrace1を接種すると， 抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は3:1 

の分離をするから，この品種の race1に対する抵抗性の主遺伝子は1つである.また.Fl試験を

行っていなし1が， F2において M typeを示した個体の感染程度は，よく感染したもので“1-2"程

度で，親品種と大差はなかった. それゆえ， ZZ 1stの race1仁対する抵抗阻ま優性といえる.

以上のように， Bolognes および Bromeを除いた A.222， ZZ 1st， Vankhuriおよび Vic-

torieの4つの品種の race1に対する抵抗性の主遺伝子はそれぞれ1つであった.これら4品種の

中， Vankhuri および Victorieの抵抗性¥i劣性あるいは不完全劣性であった. しかも， 2つの品

種の抵抗性は，不適当な条件下で接種すると，抵抗性は優性に現われてくることが他の実験でわか

った.このよう仁，環境によって接種結果が違ってくる品種においては，関与している遺伝子の数，

あるいはそれらの連鎖を明らかにするととは容易でない. しかし， Vankhuriおよび Victorieのrace

I仁対する抵抗性遺伝子と A.222および ZZ1stのそれとが異なったものであることは確かであろ

つ.

つぎに， A.222のrace1に対する抵抗性遺伝子と ZZ1stのそれとの関係を明らかにするた

めに， A. 222 x ZZ 1stのむに race1を接種した. 結果!ま第5表のように，供試植物1216

に対して26の非抵抗性個体が観察された. この観察数は， 2つの抵抗性遺伝子が独立である場

合J)期待数よりはるかに小さし，i. 両遺伝子聞に連舗があると思われる. A.222および ZZ1stの

遺伝子は優性であるから， A. 222 x ZZ 1stのむにおいても.M typeはRtypeに近く， M

typeとStypeの判別泣きわめて容易であった.それで， F2における接種結果から，両遺伝子の

組換価を計算すると p=29.2土2.8~~である.

日浦および部岡(1956b)はグルーブ 13仁属するジパリーおよび日ジヤ 50号と非抵抗性品種と

を交雑したらにおいて， 11のracesに対して A.222と同じ反応を示す系統を分離した. しか

も， ジパリーから分離された系統とロジヤ 50号のそれとはそれぞれ異なった抵抗性遺伝子を持ってや

ることを明らかにした.それで.A.222xジパリー 2(ジパリーから分離された系統〉および A.222

×ロジヤ 50号2(日ジヤ 50号から分離された系統〉の F2にrace1を接種した.結果は第5表
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のように，両交雑ども非抵抗性個体を分離した.従って，ジパリー 2およびロジヤ 50号2の race

I仁対する抵抗性遺伝子は A.222のそれとは異なっていることがわかる. しかし， これら 3つの抵抗

性遺伝子の連鎖については， Nigrinudum (こついて述べたように， M typeとStypeどの区別が

判然としない個体があったから，Fzの結果から組換価を計算してもあまりあてにならない.

以上のように， A. 222， ZZ 1stジパリー 2およびロジヤ 50号2は11のraces仁対して同じよ

うな抵抗反応を示すが，それぞれの race1に対する抵抗性遺伝子は異なったものである.

A.222x無葉耳のむについて，再接種方法によって， A.222の race1 (こ対する抵抗性遺

伝子とその他の races仁対するそれとの関係を調べたところ， race IXを除いた10のracesに対す

る抵抗性には，ただ1つの遺伝子が関与していることがわかった.それで， A.222の遺伝子を Ml14，

とする. ZZ 1st，ジパリー 2およびロジヤ 50号2のrace1仁対する抵抗性遺伝子と race1以

外の racesに対するそれとの関係はまだ明らかでない.

4.グルーブ6(こ属する品種の抵抗性遺伝子

グループ6に属する品種ぽ DuplexC. 1. 2433および HannaC. 1. 906である.この2つの品

種は他のグルーブに属する品種と非常に異なっていて， race IXには抵抗性であるが，その他の10

のracesにはよく感染する.そのため， このグルーブでは raceIXだけについて実験した. 結果は

第6表の遁りである.

第 6表 グル戸プ6の品種と非抵抗性品種とを交雑した F，および

F2にraceIXを接種した粧果

接種 Fの感 F
2における観察側体数

分くR+離M)比 x2 P 交雑および親品種の感染程度目ce ;長程度 ・S
R M S 計

Duplex (0) x Nepal (4) lX 1-2 210 86 4 300 63: 1 0.102 .8-.7 

Hanna (0-1) x Nepal (4) lX 1 139 93 72 304 3: 1 0.281 .7-.5 

Duplex C. 1. 2433 : 

アメリカの racesおよびドイツの大部分の racesに対して高度の抵抗性あるいはかなりの抵抗性

であるが， ドイツの raceBおよびアルゼソチソの racesに対しては非抵抗性である〈第2表).

Stanford & Briggs (1940)はアメリカの race3に対する Duplexの抵抗性には2つの優性遺

伝子と 1つの劣性遺伝子が関与していることを明らかにした. そして， 2つの優性遺伝子の中， 1 

つは Psaknonの遺伝子 Mlp と，他の1つは Hannaの遺伝子 M九と相同であるとし， 残りの

劣性遺伝子を押;んとした.また， Briggs (1945)によれば Duplexの遺伝子押んと Psaknon

の遺伝子 M'pどは連鎖し，その組換価は 16.38%である.

筆者らが， Duplex x NepalのFlにraceIXを接種した結果では“1-2"程度lこ感染し，親

品種よりややよく感染する.FzにraceIXを接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)

li 63: 1の分離をするから，少くとも 3つの遺伝子が関与しているであろう. この結果!ま Stanford

らの結果と一致している.

Hanna C. 1. 906 : 

日本の 11のracesに対しては臥lplexと同じ反応を示すが，アメリカの races5および 7，ま

た， ドイツの raceGに対する HannaとDuplexの反応には判然とした差が認められている〈第
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2表). したがって，これらのracesに対しては両品種は異なった遺伝子を持っていることがわかる.

Briggsはアメリカのrace3に対して， Hannaは非抵抗性品種と 1遺伝子差であり，非抵抗性

は不完全優性であるとし， Hannaの遺伝子を Mんとした.また，すで仁述べたように， Briggsら

は HannaとDuplexはアメリカの race3仁対して共通の抵抗性遺伝子を持っていることを明ら

かにした.

筆者らが， Hanna x NepalのFlに raceIXを接種した結果では“1"程度仁感染し，親

品種よりややよく感染する.FzにraceIXを接種するι抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)
は3:1の分離をするから， Hannaの raceIXに対する抵抗性の主遺伝子は1つで， 抵抗性は

不完全優性である. この結果注 Briggsの結果とよく一致しているから， 筆者らの認めた Hanna

の遺伝子は Briggsの報告した Ml"と同ーのものと思われるが， ここでは Hannaの抵抗性遺伝

子を Mh5とする.

5.グループ8に属する品種の抵抗性遺伝子

グルーブ8の品種とグルーブ7の品種は11のraces，こ対してよく似た反応を示すが， ただ後者

はraceVに対して非抵抗性であるが，前者は raceV仁対してやや抵抗性である.このグルーブ

仁属する2つの品種と非低抗性品種とを交雑した Flおよび Fzにraces1および V を接種した

結果Jは第7表の通りである.

第 7表 グループ8の品種と非抵抗性品種とを交雑したRおよび日に

races 1およびVを接種した結果

接種 Fの感 れにおける観察個体数 分くR離M 比
l:2 P 交雑および親品種の感染程度 目 ce 込程度 +M):S 

R M S 計

Blackhull (1) x有志種 (4) I 2 68 373 77 518 13 : 3 5.132 .05-.02 

Blackhull(2・3)x有在種 (4) V 。22 83 105 1 : 3 0.917 .5-.3 
Peruvian (1) x無業耳 (4) I 1-2 4 511 24 539 15 : 1 2.972 .1-応

Peruvian (2) x無業耳 (4) V 。129 10 139 15 : 1 0.212 .7-.5 
Blackhull C. A. 813 : 

カナダの大部分の racesに対してかなりの抵抗性であるが， race 3に対しては非抵抗性である

〈第2表).

BlackhulJx有哲種の Fl仁race1を接種すると“2"程度に感染する.Fz仁race1を接

種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は13:3の分離比仁近いから， race 1 (こ対する

抵抗性には， 少くとも， 2つの遺伝子が関与しているであろう.む にraceVを接種すると，抵

抗性 (M)と非抵抗性 (S)は1:3の分離をする.それゆえ， race V に対する抵抗性は1つの

劣性遺伝子によるものであろう. Races 1および Vを接種した結果から， Blackhu11はrace1 

には抵抗性であるが， race V には非抵抗性の遺伝子を1つは持っていることがわかる. そして，こ

のような抵抗性を示す系統が Blackhullx有芭種の F3仁おいて分離された(第18表工

Peruvian C. 1. 935 : 

日本の races仁対しては， Blackhullと同じ抵抗性を示すが，アメリカおよびカナダの race11 

仁対しては Blackhullはかなりの抵抗性であるが， Peruvianは非抵抗性である(第2表).それ
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ゆえ，両品種のアメリカの race11に対する抵抗性遺伝子は異なったものであることがわかる.

Peruvianx無葉耳のむに日本J)race 1を接種すると“1-2"程度仁感染する.F2にrace1 

を接種すると抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は15: 1の分離比仁適合するが， 61: 3の分

離比にはさらによく適合する (P=0.8~0. 7). それゆえ， race 1に対する抵抗性仁は， おそら

く， 3つ以上の遺伝子が関与していると思われる.F2仁raceVを接種すると，抵抗性 (M)と
非抵抗性 (S)は15: 1の分離をする.Races 1および V を接種した結果から， Peruvianは

race 1には抵抗性を示すが， race Vには非抵抗性の遺伝子をlつは持っていることがわかる.そ

このような抵抗性を示す系統が Peruvianx無葉耳.のむにおいて分離されたく第18表).して，

6.グルーブ9に属する品種の抵抗性遺伝子

グルーブ2の品種は 11のraces仁対してグルーブ8の品種と同じような抵抗性を示すが，一般

に後者より抵抗程度が強し¥このグループに属する3つの品種と非抵抗性品種とを交雑した Flお

よび F2にraces1および Vを接種した結果は第8表の遁りである.

グル【プ9の品種と非抵抗性品種とを交雑した FJおよびF2仁

races 1およびVを接種した結果

第 8表
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Abyssinia (0-1) x有を種 (4)

Abyssinia (1-2) x有益種 (4)

A. Jsaria (0-1) x Nepal (4) 

A. Jsaria (2-3) x Nepal (4) 

Arequipa (0-1) x無業耳 (4)

Arequipa (1-2) x無茶耳 (4)

.7-.5 

.7-.5 

0.284 

0.252 

7 

13 

274 

221 

1 

Abyssinia C. 1. 2192 : 

アメリカおよびカナダの race10 ，こゴ阿ま抗性であるが，その他のアメリカの racesに対してはかな

りの抵抗性あるいは高度の抵抗性であるく第2表).

Abyssiniax有琶種の Flに日本の race1を採種すると，“1"程度に感染するが， 親品種

と大差まない.F2にrace1を接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は63:1の分

離をするから，少くとも 3つの遺伝子が関与していると思われる.F2 ，こ raceVを接種すると，抵
抗性 (M)と非抵抗性 (S)は15:1の分離をするから， この品種には race1には抵抗性であ

るが， race Vには非抵抗性の遺伝子が1つはあると思われる.そして， このような抵抗性を示す系

統が Abyssiniax有琶種のおにおいて分離された〈第18表).

Ackermann's Jsaria: 

A. Jsaria x Nepalのれに race1を接種すると“2"程度に感染し，親品種よりよく感染

する. F2'こrace1を接種すると抵抗性 (R+M)~~ド抵抗性 (S) は 15: 1の分離をするか

ら race1に対する抵抗性には，少くとも， 2つの遺伝子が関与していると，恩われる.F2にrace

Vを接種すると抵抗性 (M)ど非抵抗性 (S)は3:1の分離をするから，この品種にも， race 1 

には抵抗性を示すが， race Vには非抵抗性の遺伝子があると思われる. そして， このような抵抗
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反応を示す系統が， Ackermann's Jsaria x Nepalの自において分離されたく第18表).

Arequipa C. 1. 2329 : 

日本の11のraces仁対して Abyssiniaとほとんど区別できない.また，アメリカおよびカナダの

racesに対しても両品種は同じような抵抗性を示すく第2表).

Arequipax無葉耳のFlにrace1を接種すると“1"程度に感染し，親品種と大差;まない.

Fz仁race1を接置すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は63:1の分離をする.Fz仁

race Vち接種すると抵抗注 (R+M)と非抵抗性 (S)は15: 1の分離をするから， この品種

lこも， race 1には抵抗性を示すが， race V (こは非抵抗性の遺伝子があると思われる.そして， こ

のような抵抗性を示す系統が Arequipax無葉耳の F3において分離された〈第18表).

以上のよう仁， グルーブ9に属する3つの品種ηrace1仁対する抵抗陸には， それぞれ2つ以

上の遺伝子が関与しているが， どの品種も， race 1には M typeの抵抗性を示すが raceV仁

は非抵抗陸の遺伝子を共通して持っているようである.

7.グループ 10に属する品種の抵抗性遺伝子

グルーブ 10に属する 7つの品種と非抵抗性品種とを交雑した Flおよび Fz仁races1， Vあ

るいは IXを接種した結果は第9表の通りである.

グJレ戸ブ10の品種と非抵抗性品種とを交雑した FJおよび F2に

races 1. VあるいはIXを接種した絵果

第 9表
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会主主課3号:

会津際3号×夏大根麦の Flにrace1を接種するど“1"程度に感染し，親品種より多少

よく感染するが，大差:まない. Fz仁 race1を接種すると抵抗性 (R+M)左非抵抗性 (S)

は15:1の分離をする. 同じ交雑に raceIXを接種すると， Fzでは Rtypeはなく， M:Sは

3: 1の分離をするから， 会津係3号の race1に対する抵抗性には2つの遺伝子が関与している
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が， race IXに対する抵抗性の主遺伝子は1つである. そして， この品種には race1には抵抗

性を示すが， race IXには非抵抗性の遺伝子が1つはあると思われる. このような抵抗性を示す系

統が，会津楳3号×夏大根支の F3仁おいて分離された(第18表).

Psaknon C. 1. 6305 : 

Races V， VIIIおよび IXに対しても“1"程度の抵抗性を示す.アメリ力のracesに対しては

抵抗性あるいはかなりの抵抗性である.アルゼツチツの racesに対しても抵抗性である〈第2表).

Stanford & Briggs (1940)仁よれば，アメリカの race3に対する Psaknonの抵抗姓には1つ

の優性遺伝子 J切らが関与している.また， Briggs (1944)によれば， Psaknonの抵抗性遺伝子

Mlpは第11連鎖群に属する Trebi1のアルビノの遺伝子 atと連鎖し，その組換価は36.65% 

である.

Psaknonx無葉耳の Fl仁日本の race1を接種すると“2"程度lこ感染し，親品種よりかな

りよく感染する.Fzにrace1を接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は15:1の

分離をする. 同じ交雑に raceIXを接種すると， Flは親品種と同程度の抵抗性を示し， Fzで

は (R+M):Sは3:1の分離をする.この結果は Stanford& Briggs ([;報告と一致している.
Races 1および IXを接種した結果から， Psaknonの race1仁対する抵抗性には2つの遺伝

子が関与しているが， race IX (こ対する抵抗性の主遺伝子は1つで， 抵抗性は優性である. そし

て，この品種にも，会捧裸3号と同様に， race 1に対しては抵抗性を示すが， race IXに対して
は非抵抗性の遺伝子があると思われる.

Stanford & Briggs (1940)らはアメリカの race3に対する Arlingtonおよび Duplexの抵

抗性には Psaknonの遺伝子 Mlpと同じ遺伝子が関与しているとした. しかし， 日本の racesに

対しては， PsaknonとDuplexは非常に異なった抵抗反応を示し，両品種が同一の遺伝子を持

っているとは考えられない.それで， 日本の raceIXに対する Psaknonの抵抗性遺伝子を Mh6

とする.

秋播ジパリー，北大4号および北大9号:

この3つの品種1111の racesに対して，よく似た抵抗反応を示すが，それぞれの品種と有萄種
とを交雑した Fz仁races1あるいはVを接種した結果もまた非常仁よく似ていて区別できない.す

なわち， race 1を接種すると， どの交雑においても， 抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は3: 

1， 13: 3あるいは15:1のどの分離比にも適合しない. 観察結果ぽ (R+M): Sは14:2の分

離をしている.これらの結果から， 3つの品種の race1に対する抵抗性には，少くとも， 2つの遺

伝子が関与し， それらの遺伝子の中の1つはヘテ口になると非抵抗性との区別がむずかしくなるもの

と，層、われる. 同じ交雑(こ raceVを接種すると， Fzでは Rtypeはなく， M:Sは3:1の分離

比仁適合せず， 1: 1あるいはそれに近い分離をする.このことは， race V仁対する抵抗性には1つ

の遺伝子が関与し，この遺伝子はヘテロになると非抵抗性との区別がむずかしくなるものと，思われる.

以上のように，秋播シパリー，北大4号および北大9号においては，そのむに races1あるい

はVを接種すると不規則な分離状況を示し， 抵抗性に関与している遺伝子の数は決定できない.

しかし， これらの3品種':1，race 1仁対しては抵抗性を示すが， race Vには非抵抗性の遺伝子
を共通して持っているようである.そして，このような抵抗性を示す系統がそれぞれの交雑のらにお

いて分離された〈第四表).

三尺穂長 C:
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Races Vおよび VIIr仁はほとんど感染せず， race rxにだけ“2-3"程度仁感染する.

点，グループ 10に属する他の品種と多少異なっている.

三尺穂長Cx白トウの Fl仁race1を接種すると，親品種と同程度の抵抗性を示し， Fzに

race 1を接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は15:1の分離をする.同じ交雑に

race Vを接種すると， Fzでは (R+M):Sは3:1の分離をする. Races 1およびVを接種し

た結果から，三尺穂長Cのrace1に対する抵抗性には2つの遺伝子が関与しているが， race V 

仁対する括抗性の主遺伝子は1つで，抵抗性立優性である.そして，との品種じは race1仁対し

ては抵抗性を示すが， race V仁は非抵抗性の遺伝子があることがわかる(第18表).

雲不知 C:

Races Vおよび VIIrに対しては“1"程度の抵抗性を示すが， race IXに対しては“2-3"

程度に感染する.

雪不知Cx無葉耳の Fl仁race1を接種すると，親品種より多少よく感染するが，大差はな

い.Fzにrace1を接種すると.抵抗性 (R+M)と非抵抗陸 (S)は15:1の分離をする.

同じ交雑に raceVを接種すると， Fzでは (R+M):Sは13:3の分離をする.Races 1 およ

びVを接種した結果から， 雲不知Cのraces1およびVに対する抵抗性には， 少くとも，

遺伝子が関与してやると思われる.

以上のように，グルーブ 10に属する7つの品種におやては，どの場合も， race 1仁対する抵抗性

には，少くとも， 2つの遺伝子が関与していることがわかった. そして，会樟楳3号， Psaknon お

よび雲不知Cを除いた4つの品種においては race1仁対しては抵抗性を示すが， race V仁対して

は非抵抗性の遺伝子を共通して持つては これらの同じ反応を示す遺伝子が互に相同であるかE
うかは明らかでないが， 似た反応を示す遺伝子をlつずつ持っていることによって， それらの品種の

11のracesに対する反応が互に似ているということは，仮りに他のもう1つの遺伝子が異なっていて

も，その彰響は比較的小さし1といえる.

との

2つの

8.グループ14仁属する品種の抵抗性遺伝子

グループ14に属する4つの品種と非抵抗性品種とを交雑したFlおよび Fz仁races1あるいは

VIIIを接種した結果は第10表の通りである.

グループ14の品種と非抵抗性品種とを交雑したFJおよび F2に

races 1あるいは vmを接種した結果
第 10表
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Luth (0) x無業耳 (4)

Moravia (0) x有益種 (4)
Opal (0) x白トウ (4)
Y~分 1 号 (O)x 白トウ (4)

V ダ分1号(1-2)x白トウく4)

アメリカおよびカナダの

アルゼツチツの race

Luth C. 1. 972 : 

Races IIおよび IVに対して他の3つの品種よりやや抵抗性が強い.

racesに対しては高度の抵抗性かあるいはかなりの抵抗性である. しかし，
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Arg.lには非抵抗性である(第2表).

Luthx無葉耳のFlにrace1を接彊するι親品種と同程度の抵抗性を示す.Fzにrace1 
を接種すると， 抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は63:1の分離をするから， race 1に対す

るLuthの・抵抗性には， 少くとも， 3つの遺伝子が関与していると思われる. なお， Luthx無葉

耳の F3仁おいて， race 1にMtypeの抵抗性を示す系統が分離された(第18表).

Moravia: 

Moraviax有直彊のれ仁race1を接彊すると，親品種と同程度の抵抗性を示す.F2にrace

Iを接種すると，抵抗性 (R+M)出ド抵抗性 (S)は15:1の分離をするから， race 1に対

する Moraviaの抵抗性には，少くとも， 2つの遺伝子が関与していると，曹、われる.なお， Moravia 

×有萄種のFaにおいて， races 1およびvnにMtypeを示す系統および， race 1にRtype 
を示し.race VInにStypeを示す系統が分離された(第18表).

Opa1 : 

Opalx白トウの Flにrace1を接彊すると， 抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は13:3 

の分離をするから， race 1に対する Opalの抵抗性には，少くとも， 2つの遺伝子が関与し. 1 

つの遺伝子は劣性であろう.なお.Opalx白トウの F3において.race 1にMtypeを示す系統

および race1にRtypeを示し.race vnにStypeを示す系統が分離された〈第18表).
ジダ分 1号:

ジダ分1号×白トウの Flにrace1を接室すると， 親品種と同程度の抵抗性を示す. Fz仁

race 1を接彊すると， Opal ~同様乙抵抗陸 (R+M) と非抵抗陸 (S) は 13: 3の分離を

する.同じ交雑のFlにraceVIIIを接種すると，“3"程度に感染する.FzにraceVIIIを

接種すると.R typeはなく，抵抗性 (M)と非抵抗性 (S)は3:1の分離をする.これら¢結

果から， race 1に対するジダ分1号の抵抗性には， 少くとも， 2つの遺伝子が関与しているが，

race VIIIに対する抵抗性の主遺伝子は1つである.そして，ジダ分1号には race1には抵抗性

を示すが raceVIIIには非抵抗性の遺伝子があることがわかる. なお，シダ分1号×白トウの F3

仁おいて.races 1 および VIIIにMtypeを示す系統，および race1には Rtypeの抵抗性

を示すが raceVInには Stypeの抵抗性を示す系統が分離された〈第四表).

9.グループ15仁属する品種の抵抗陸遺伝子

グル{ブ15に属する品種は口ジヤ66号だけである. ロジヤ66号は， race IXを除いた他の

races仁対しては， グループ11の品種とまったぐ同じ反応を示す. Race IXに対してはグループ

第 11表 ロジヤ66号xErhard Frederiksoo.ロジヤ66号xH.E. S. 4およびロジヤ
66号xHannaのFlおよびF2にraces1あるいは IXを接種した結果

F2における
緯種 F，の. .m祭個体歓 分脂比叫
race 染程度 R M S 計 (R+M):S.. 受章量s・kぴ鍋tIL糧の111宮島程度 P 

ロνャ66号 (0)x E. Frederikω0(4) 1 o 468 0 140 608 3 : 1 1.263 .3-.2 
ロV ヤ66号く0-1)x E. Frederi正問0(4) lX 1 2∞ 74 79 353 3 : 1 1.293 .3-.2 
ロシヤ66号加)x H. E. S. 4 (0) 1 0 1498 0 0 1498 
ロ V ヤ 66号(0-1)x Haooa (0-1) lX 0-1 1453 0 0 1453 
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11の品種は非抵抗性であるが，口ジヤ66号は抵抗性である.ロジヤ66号xErhard Frederikson 

のれおよび F2仁races1および IXを接種した結果は第11表の遁りである.
口ジヤ66号xErhard FrederiksonのFl仁race1を接種すると，親品種と同様に，高度

の抵抗性を示す.F2にrace1を接彊するとJ M typeはなく，抵抗性 (R)と非抵抗性 (S)

は3:1の分離をする.同じ交雑の Fl仁raceIXを接遺すると“1"程度に感染し，親品種よ
りややよ〈感染する.F2にraceIXを接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は3:1
の分離をする.

これらの結巣から見るとJ races 1および IX仁対するロジヤ66号の抵抗性仁はただ1つの遺伝
手だけが関E与しているように思われる.ところが， 口ジヤ66号xErhard FrederiksonのF2に，は

じめ race1を接蓋しJ 3日後に raceIXを再接彊するとJ race 1には抵抗性であるが race

IXには非抵抗性の個体，および，その逆の反応を示す個体が観察された.それで， ロジヤ66号の
race 1に対する抵抗性とJ race IX仁対する抵抗性にはそれぞれ別の遺伝子が関与していること

がわかる. このJ F2仁おいて， 互に相反した反応を示した個体について夫代検定を行ったところ，

一方は H.E. S. 4の遺伝子 Ml5の反応ι他方は Hannaの遺伝子 Ml15の反応と金〈同
じであった.そこで，ロジヤ66号の2つの抵抗陸遺伝子と Mらおよび Mh5との関係を明らかに

するために， ロジヤ66号xH.E. S. 4および口ジヤ66号xHannaのF2仁それぞれ races1お

よび IXを接種した.結果宮第11表のように， どの交雑からも非抵抗性個体は分離しなかった.
これらの結果から， ロジヤ66号の race1.、仁対する抵抗性には H.E.S.4のMl5と相同の遺伝

子が，またJ race IXに対する抵抗性には Hannaの Mh5と相同の遺伝子が， それぞれ関与じ

ていることがわかる.

つぎに， ロジヤ66号の2つの抵抗性遺伝子聞の連鎖を知るために， ロジヤ66号xErhard Fre. 

deriksonのF2仁race1を接種しJ race 1によく感染した個体 (race1仁非抵抗性個体〉

だけについてJ race IXに対する F3試験を行った.結果ほ第12衰のように，単性雑種の分離を
するから， 口ジヤ66号の2つの抵抗性遺伝子は互に独立である.

第 12表 ロジヤ66号xErhard Frederik悶 1の日において race1によ〈

感染した個体(非抵抗性)の叫に raceIXを接種した結果

交雑および親品種の感染程度
引における観察系統数

抵抗ホモ A テロ非抵抗ホ毛 針

33 63 27 123 

z x P 

官 V ヤ 66号(O-l)xE.Frederikson(4) 
1 : 2 : 1 :としての期待数 30.75 61.5 30.75 123 0.658 .8-.7 

10.グルーブ16に属する品種の抵抗性遺伝子

グループ16に属する2つの品種主非抵抗世品種とを交雑したれおよび F2にraces1および

IXを接種した結巣¥1第13表の遜りである.

]. 5 : 

]. 5xNepalのれにrace1を接種すると，親品種と同様に高度の抵抗性を示す.Fzにrace

Iを接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は13:3の分離をする.同じ交雑のFlに
race IXを接種するとJ race 1の場合と同様に，高度の抵抗性を示す.むに raceIXを接種
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グループ16の品種と非抵抗性品種との交雑および J.5xMonte

Cristo ~ F.およびF!仁races1 および IXを接種した結果

第 13表
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J. 5 (0) x Nepal (4) 

J. 5 (0) x Nepal (4) 

Monte Cris旬くO)x無葉耳く4)

Monte Cristo (0) x呼蘭く4)

Monte Cristo(O) x J. 5 (0) 

すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は3:1の分聴をする.

Monte Cristo C. I. 1017 : 

アメリカおよびカナダの races仁対してかなりの抵抗陸あるい注高度の抵抗性である.アルゼツチン

のracesに対しても高度の抵抗性である. Favret (1949)は MonteCristoのアルゼソチジの

racesおよびアメリカの race3に対する抵抗性は1つの優性遺伝子 Ml"， によるもので， MYmは

Engledow Indiaの遺伝子と相同であるとした.

Monte Cristo x無葉耳の Fl仁日本の raceIを接種すると，親品種と同様に高度の抵抗性

を示す.F2にraceIを接彊すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は13:3の分離をす

る. 同じ交雑の Fl仁raceIXを接彊すると， やはり親品種と同様に高度の抵抗性を示す.F2 

にraceIXを接彊すると，抵抗陸 (R+M)と非抵抗陸 (S)は3:1の分離をする.

以上のよう仁， races IおよびIXに対して，J.5および MonteCristoはよく似た分離状況を

示し， F2仁race肢を接種すると，両交維において，わずかではあるが M typeを示す個体が分

離している.日は高度の抵抗性を示すから， F2でMtypeを示す個体が分離するのは， R type 

の抵抗性を示す遺伝子のほかlこ， M typeの抵抗性を示す遺伝子が含まれているためであろう. そ

して， F2仁おける分離扶況からして， 2つの遺伝子は互に連鎖しているか， あるいは， M typeの

抵抗性を示す遺伝子はraceIX仁対しては，非常に弱い程度の抵抗性しか示きないため，非抵抗

性とほとんど区別できないものと思われる.この場合はおそらく，後者と思われる.

このよう仁， J.5および MonteCristoのraceIX仁対する抵抗性には， 2つの遺伝子が関

与してUるようであるがく第四表)，両交雑において， (R+M): Sが3:1の分離比仁適合する
ほかりでなく， R: (M+ S) はさら仁よく 3:1 の分離比に適合するからくPはそれぞれ 0.8~O.7 お

よび O.5~O.3)， R typeの抵抗性に関してはその主遺伝子はそれぞれlっとやってもよかろう.それ

で，両品種の Rtypeの抵抗性を示す遺伝子が相同であるかどうかを知るため仁， Monte Cristo 

xJ. 5のむに raceIXを接種した. 結果は第13表のように， 非抵抗性個体は分離しなかっ

た.したがって， race IX仁対する Rtypeの抵抗性仁関しては，両品種の抵抗性遺伝子は相同

といえる.

Monte CristoはraceIV仁はわずか感染するが，その他の racesに対しては高度の抵抗性を

示す.このような遺伝子はこれまでにまだ発見されていないから， Monte CristoのraceIX仁対す

る抵抗性遺伝子をMl17とする.
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11.グループ17仁属する品種の抵抗性遺伝子

グループ17に属する品種は Goldfoi1C. I. 928だけである. この品種はアメリカおよびカナダの

races 5， .7， 12および13には非抵抗性であるが，残りの11のraces仁対しては高度の抵抗性で

ある.また， ドイツの racesB， C， E， F およびGには非抵抗性であるが，残りの4つの races仁

対しては高度の抵抗性である.アルゼツチγのraces仁対しては非抵抗性である. Briggs (liJ37) 

lこよれば， アメリカの race3に対する Goldfoilの抵抗性には1つの遺伝子が関与し， 抵抗性は

不完全優性である.また， Briggs & Stanford (1943)仁よれば， Goldfoilの遺伝子 Mんは青

糊粉屠の遺伝子 Blおよび三叉告の遺伝子 Kと連鎖し，その組換価はそれぞれ26.31土5.05%

および18.77土2.33，五である.これらの遺伝子は第 IV連鎖群に属し，その排列は Bl-K-lMlgの

順である.

第 14表 Goldfoil x NepalのFlおよびFzにraces1. VIおよびIXを接種した結果

接種 F の感 Fzにおける観察個体教 分くR+離M)比 x2 P ヨE雑および親品種の感染程度 染』
程度 ・S
R M S 計

Goldfoi1 (0) x Nepal (4) I 1-2 101 188 74 363 13: 3 0.637 .5-.3 
Goldfoi1 (0) x Nepal (4) 可t 1-2 22 55 27 104 3: 1 0.051 .9-.8 
Goldfoil (0) x Nepal (4) 1x 2 144 293 160 597 3: 1 1.032 .5-.3 

Goldfoil x NepalのFlおよび F2仁日本の races!， VIおよび IXを接種した結果は第14

表の遁りである.すなわち， Flにrace1を接種すると，“1・2"程度に感染し，抵抗性ホモ個体

とヘテロ個体ほ確実に区別できる. F2仁race1を接種すると， 抵抗性 (R+M)と非抵抗性

(S)は13:3の分離をするから， race 1に対する抵抗性には， 少くとも， 2つの遺伝子が関与

していると思われる.同じ交雑の FlにracesVIあるいは IXを接種すると，やはり，“1-2"程

度に感染する.F2にracesVIあるいは IXを接軍すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)

は3:1の分離をする.親品種は Rtypeの抵抗性を示し.FlはM typeの抵抗性を示すから，

F2でM typeを示した個体はヘテロ個体ι層、われる.そうすると， F2では R:M:Sは1:2: 1 
の分離をするはずである.Races VIあるいは IXを接種した場合の観察数は， R:M:Sが1:2: 

1 どした場合の期待数にそれぞれよく適合しているくPはそれぞれ 0.7~0.5 および 0.5~0.3).

とのように.Flおよび F2試験力結果から， GoldfoilのracesVIおよび IXに対する抵抗性

の主遺伝子は1つで，抵抗性は不完全優性である.との結果注 Briggsらの結果とよく一致してい

る.また， Goldfoil x Nepalのむについて.Goldfoi1の raceIXに対する抵抗性と Nepalの三

叉世との聞に連鎖を認めた〈詳細1，1別;こ報告する).それゆえ，筆者らが認めた Goldfoilのrace

IXに対する抵抗性遺伝子ど Briggsが報告した Goldfoilの遺伝子 Mlgは同じ遺伝子ι恩われ
る.

日浦，都田 (1953)はrace1に対する Goldfoi1の抵抗性は不完全劣性とし，その遺伝子を

m1sとした.これは， race 1に対しては Rtypeの抵抗性を示す遺伝子のほかに， M typeの抵

抗陸を示す遺伝子が関与し， しかも， R typeの抵抗陸遺伝子はヘテロlこなると M typeの反応

を示す. このヘテロ個体と M typeの抵抗性遺伝子を持った個体との区別ができなかったために，

M typeを示した個体も非抵抗陸とした. そうするとJ R: (M+ S)は1:3の分離比に適合す
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るから， R typeの抵抗生は不完全劣性とした.ところが， races V11あるいは IXを接種すると，

M typeの抵抗性遺伝子はこれらの racesには抵抗性を示さないから， R :M:Sは1:2: 1の

分離をする.それゆえ， Goldfoi1の racesVIおよび IXに対する抵抗性を不完全優性とし，そ

の遺伝子を M'3と改める.なお， Goldfoil x NepalのF3において， race 1にM typeの抵抗

性を示すが， race VI および IXには非抵抗陸の系統を分離した〈第18表).

12.グルーブ18に属する品種の抵抗性遺伝子

グループ18に属する品種は NigrateC. 1. 2444だけである. この品種はアメリカおよびドイツの

races仁対しては高賓の抵抗性あるいはかなりの抵抗性である.また，アルぜツチソの racesに対し

ても高度の抵抗性である〈第2表).

Briggs (1938)はアメリカの race3に対する Nigrateの抵抗性には2つの優性遺伝子が関与

している左し， Stanford & Briggs (1940)はNigrateの2つの遺伝子の中， 少くとも， 1つは

Arlingtonの遺伝子と相同であり，また， 2つの遺伝子の中の1つは Psaknonの遺伝子 Mlpと

相同であるとした.Val1ega & Favret (1947)はアルゼソチシの2つのracesArg. 1および Arg.

2仁対する Nigrateの抵抗性には1つの劣性遺伝子 ml"， が関与していることを報告した

第 15表 Nigrate と非抵抗性品種とを交雑した F. および F~ 仁

races 1， Nおよび Eを接種した桔果

接種 Fの感 F!における観察個体数 分(R離M):比S x2 ? 交雑および親品種の感染程度 染
1

程度 + R M S 計

Nigrate (0) x無葉耳 (4) I 。236 21 50 307 13: 3 1.223 .3-.2 
Nigrate (0) x無葉耳 (4) N 。238 5 80 323 3: 1 0.009 .95-'ゆ
Nigrateく0-1)x呼蘭 (4) E 2噌3 41 324 34 399 15 : 1 3.513 .1-.05 

筆者ちが， Nigrateと非抵抗性品種とを交雑した Flおよびむに日本の races1， IVおよび

IXを接種し七結果宮第15表力通りである.すなわち， Flに race1を接彊すると，親品種と同

様に， 高安の抵抗室を示す.F2仁 race1を接彊するわ Flは高度の抵抗性を示すの仁， M

typeを示す個体が観察され，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は13:3の分離をするから，

race 1に対する Nigrateの抵抗世には，少くとも， 2つの遺伝子が関与しているι思われる.同
じ交雑力 Flに raceIVを接彊すると， やはり高度の抵抗陸を示す.F2仁raceIVを接種す

ると， 抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は3:1の分離をする. この場合 M typeを示す個

体がわずか観察された.それで， Nigrate仁は raceIV仁対しても， R typeの抵抗性遺伝子の

ほか仁， もう1つ弱。抵抗性を示す遺伝子があると，思われるが， race IVに対しては非常仁弱。抵

抗性しか;示さないために， この遺伝子だけを持った個体位非抵抗性個体とほとんど区別できないもの

と思われる.それゆえ， race IVに対する Nigrateの抵抗性の主遺伝子は1つで，抵抗性は便性

といってもよかろう.

Nigratex呼蘭の Fl仁raceIXを接種すると， 親品種は“0-1"程度の抵抗性を示すが，

Flはかなりよく感染し，“2-3"程度を示す.むに raceIXを接種すると，抵抗性 (R+M)

と非抵抗性 (S)は15:1の分離比にEうにか適合するから， race IXに対ずる Nigrateの抵

抗性lこは，少くとも， 2つの遺伝子が関与してやるといえる. しかし， S typeを示した個体の数は
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15: 1の分障をするとした場合の期待数よりかなり多し¥ また，供試個体数399に対して Rtype 
を示した個体は41である.もし， 単独で Rtypeの抵抗性を示す遺伝子を Nigrateが持ってい

るならば， F2でRtypeを示す個体はもっと多いはずである.このように， Fzにおける分離状況か

ら， Nigrateの抵抗性遺伝子は， race IXに対しては，単独ではRtypeの抵抗性を示さないと

も考えられる.この点， F3試験によって，さら仁追究したい.

Nigrate'はraceIVに対して高度の抵抗性を示すが， races Xおよび XIには非抵抗性であ

る.このような遺伝子はまだ発見されていなし1ので， NigrateのraceIV仁対する抵抗性遺伝子を

Ml18とする.なお， Nigratex無葉耳の F3において， race 1にM typeの抵抗性を示す系統

が分離された(第18表).

13.グルーブ19に属する品種の抵抗性遺伝子

グルーブ19に属する2つの品種と ErhardFrederiksonとを交雑した日および Fz仁races

IおよびIXを接種した結果ま第16表の遁りである.

グル戸ブ19仁属する品種と非抵抗性品種との交雑および Chevronx

H.annaのFJ:および叫に races1あるいはIXを接種した結果
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Chevron C. I. 1111 : 

この品種はアメリカおよびカナダの races8， 9および11に対しては非抵抗性であるが，

racesに対しては高度の抵抗性あるいはかなりの抵抗性である. また， アルゼγチγの2つの races

仁は非抵抗性である.

Chevron x Erhard FrederiksonのFl仁race1を接種すると，親品種は“2"程度の抵

抗性を示すが， Flはよく感染し， 非抵抗性と区別できない.F2にrace1を接種すると， 抵抗

性 (M);:非抵抗性 (S)は1:3の分離をするから， race 1に対する Chevronの抵抗性仁は

1つの遺伝子が関与し，抵抗性ぽ劣性といえる. 同じ交雑のれに raceIXを接種すると，親

品種と同様に， 高度の抵抗性を示す.F2にraceIXを接種すると， 抵抗性 (R)と非抵抗性

(S)は3:1の分離をするから， race IXに対しては Chevronの抵抗性の主遺伝子はlつで，

抵抗性は優性である.

ところで， Chevronは raceIXには高度の抵抗性を示すが， その他の日本の racesに対して

はかなりよく感染する.また， Hanna C. I. 906もraceIXに対しては抵抗性であるが，モの他の

racesに対しては非抵抗性である. そして， これら 2つの品種の raceIXに対する抵抗性には，

それぞれ1つの優性遺伝子が関与していることがわかった.そこで， ChevronとHannaとの race

IXに対する抵抗性遺伝子の関係を明らかにするため仁， Chevron x Hannaのむに raceIXを

その他の
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接種した. 結果は第16賓のよう仁， 供試個体はすべて， 親品種と同様仁， 高度の抵抗性を示

し， 非抵抗性個体は分離しなかった. それゆえ， Chevronの raceIX仁対する抵抗性遺伝子

は，おそらく， Hannaの抵抗性遺伝子 Mh5C.相同であろう.そじで， ChevronがraceIX以

外の racesに対して Mtypeの抵抗性を示すのは， M115以外に，もう1つ Mtypeの抵抗性

を示す遺伝子が関与していると思われる.

Hordeum砂川tan倒 m3325 : 

この野生種は raceV仁対して Chevronよりよく感染する.

H. s. 3325 x Erhard Fr吋 eriksonのFl仁race1を接種すると，親品種より多少よく感染

する. F2にrace1を接種すると，抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は14:2の分離をする.

同じ交雑のFlにraceIXを接種すると，親品種同様に“0-1"程度の抵抗性を示し， F2にrace

IXを接種すると抵抗性 (R+M)と非抵抗性 (S)は14:2の分離をする. このように，H. 
s. 3325 x Erhard Frederiksonのむに races1あるいは IXを接種すると，抵抗性と非抵抗

性は14:2の分離をし， その遺伝子構成を推察することはむずかしし1が， 少くとも 2つの遺伝子が

関与していると思われる.なお，H. s. 3325 x Erhard FrederiksonのF3仁おいて， race 1仁
M typeの抵抗性を示すが， race VIIに対しては，非抵抗性の系統が分離された(第18表).

14.グルーブ20に属する品種の抵抗性遺伝子

グルーブ20に属する 2つの品種と非抵抗性品種との交雑およびグルーブ20の品種を相互に交雑

した Flおよび Fzにrace1を接種した結果は第17表明車りである.

グル戸ブ20の品種と非抵抗性品種との交雑およびグループ20の

品種を相互に交雑したFlおよびF2仁race1を接種した結果

Fz における
繍星野鋼件数

M S 

第 17表

l" 
分館比
計 (R十M):S

綾種 F，の感
race染程度交維および親品種。感染祖国E P 

.5-.3 

.7-.5 

1.007 

0.367 

3: 1 

3: 1 
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独 17 号(0-1) x 無葉耳 (4)

畿内 5号 (1-2)x 無葉耳 (4)

改良坊主麦(1) x 独 17号 (0-1)

改良坊主麦 (1) x設内5号 (1-2)

改良坊主麦くl)xd'-ルヂ V メ1=7;.-2 (1) 

8

4

5

1

 

n
v
n目
。

司

仇

百

円

4

n

4

R

v

n

B

2

8

0

0

o

 

o
o
n
'
 

213 

216 
S
A宝

S
A宝

S
A宝

F
D
F
n
v
q
d
 

q
o
n
v
 

q
o
n
U

噌

i

n

'

q
d
n
4
 

0
0
c
u
 

1-2 

2-3 

1 

1-2 

y

i

T

I

T

I

T
且

T
且 1313 

改良坊主麦:

この品種の race1に対する抵抗性には 1つの不完全世性遺伝子 Ml.が関与していることはす

でに報告したから〈日浦，都田 1953)，改良坊主麦に関する実験結果はここでは省略する.

独 17 号:

同じグルーブの改良坊主麦および畿内5号は raceVIによく感染するが， 独17号はやや抵抗

性である.これとは逆に，改良坊主支は raceIXに対してやや抵抗性であるが，独17号はよく感

染する.

独17号×無葉耳の Flにrace1を接種すると， 親品種より多少よく感染する.F2にrace

Iを接種すると，抵抗陸 (R+M)と非抵抗性 (S)は3:1の分離をする.

畿内 5 号:
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-36ー(182) 



畿内 5~彦×無葉耳の Fl 仁 race 1を接種するとかなりよく感染するが， 非抵抗性親品種との

区別は確実にできる.むに race1を接種するど，抵抗性 CM)と非抵抗性 (S)は3:1の分

離をする.

このように，独17号および畿内5号の race1に対する抵抗性には，

lつの遺伝子が関与し，抵抗世は不完全優性である.

きて， 改良坊主愛， 独17号および畿内5号の3つD品種の race1 Iこ対する抵抗性には，そ

れぞれ1つの優性遺伝子が関与していることがわかった. そこで， これら3つの品種の race1に対

する抵抗性遺伝子の関係を明らかにするために，改良坊主麦×独17号および改良坊主麦×畿内

5号のむに race1をl妾種した.結果'ま第17表勿通りである.なお，グルーブ13に属するゴー

ルデツメロYと非抵抗性品種とを交雑したむにおいて， 11のraces仁対して改良坊主麦と同じ

抵抗反応を示す系統が分離され， この系統をゴールデツメロツ2とした(日浦， 都田1956b). 

このゴールデツメロソ2と改良坊主表とを交雑した Fzにrace1を接種した結巣も第17表にあげ

てある.

改良坊主愛と同様に，

それぞれの交雑の日において分離された系統の7つの races仁対する反応第 18表
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第17表で明らかなよう仁， 3つのどの交雑からも非抵抗陸個体は分離しなかった. それゆえ，独

17号，畿内5号およびゴールデンメ日ソ2のrace1に対する抵抗性遺伝子は改良坊主麦の遺伝

子 Mらと相同といえる.

以上のように，大部分の品種の供試 races仁対する抵抗性には2つぶしとの遺伝子が関与してい

る場合が多れそれで，それぞれの交雑万円にいくつかの racesを接種し，抵抗陸親品種と異な

った反応を示す系統が見出された場合;土， さら仁 F4において， その抵抗性が固定されているかどう

かを確かめた. これら抵抗性が固定された系統の races1， IV， V， VI， VII， VIIIおよび IXに
対する反応は第18表の遁りである.第四表にあげた系統の抵抗性が，それぞれただ1つの遺伝子

によるものかどうかは明らかでないが，供試 races仁対する反応から見て， これらの系統中には， ~， 

くつかの異なった遺伝子があると思われる.

考 察

口シヤ66号は H.E.S. 4および Hannaとは異なった抵抗型グルーブlこ属する品種であるが，

日ジヤ66-i号は2つの抵抗性遺伝子を持っていて， その1つはH.E. S. 4の遺伝子ι仰の1つは
Hannaのそれと相同であることがわかった.これとは逆に， KwanとNigrinudumは11のraces

仁対して，同じような抵抗反応を示すが，それらの遺伝子は互に異なってやることがわかった.このよ

う仁，いくつかの racestこ対して異なった抵抗性反応を示す品種間でも，同じ遺伝子を持っている

場合もあるし， これとは逆に，抵抗反応が同じでも，遺伝子が異なっている場合があるから， 品種

聞の抵抗性遺伝子の同定は容易でない. しかし， 次の2つの場合は， 2つの品種は互に異なった

遺伝子を持っているといえる. すなわち， (1)いくつかの racesに対して互仁異なった抵抗反応を

示す2つの品種において， それらの品種の抵抗性には， それぞれただ1つの抵抗性遺伝子が関与し

ている場合， (2) 2つの品種の抵抗性遺伝子が，それぞれ異なった染色体あるいは遺伝子座に位

置している場合である.

上の前提のもと仁， 本研究では， 7つの抵抗性遺伝子，すなわち， KwanのMl12，ロジヤ74

号の Ml13，A. 222のMh4，HannaのMhs，PsaknonのMl16，Monte CristoのMl17およ

びNigrateのMl18を明bかにした.これらの遺伝子の11のracesに対する抵抗反応を表にすれ

ば，第19表の通りである.

第 19表 7つの抵抗性遺伝子の11のracesに対する反応

-民- Race I E E N v '1 11 VII 立 X ">>: ヨE 惇子~子--ー

Ml12 (Kwan) M M M M M M M M M M M 

Ml13 (世 Y ヤ 74号〉 R R R R R R R R S R R 

MI14く.A.222) M M M M M M M M S M M 

Ml15 (Hanna) S S S S S S S S R S S 

Ml18 (Psaknon) R-M 

Ml17く.M.Cristo) R R R M R R R R R R R 

Ml18く.Nigrate) R R R R R R R R S S 

第19表において， PsaknonのraceIXに対する抵抗性tli，ただ1つの抵抗性遺伝子が関
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与しているが， races 1およびVに対しては2つの遺伝子が関与していた. そして， この2つの遺

伝子がまだ分離できないので， PsaknonのraceIXに対する遺伝子 Mh6の raceIX以外の

racesに対する反応は明らかでない.また， Nigrateの遺伝子 Ml18のraceIX仁対する反応も，

Psaknonの場合と同様の理由で明らかでない.

Briggs & Stanford (1938)はアメリカの race3に対して， Arlingtonと Kwanは共通の
遺伝子を持っていなしてとを報告したが， 筆者らの結果では， ArlingtonとKwanの race1仁

対する抵抗性遺伝子は区別できなかった. また， Stanford & Briggs (1940)は Arlington，

Duplexおよび Nigrateのアメリカの race3仁対する抵抗出こは， Psaknonの遺伝子 Mlp と

相同の遺伝子が関与しているとした. ところが， 日本の racesに対しては， Arlingtonの遺伝子

はraces1および IXに対して M typeの抵抗性を示し， Duplexの遺伝子は raceIXには

R typeの抵抗陸を示すが， race IX以外の racesに対しては非抵抗性である. Nigrateの遺

伝子は racesXおよび XI仁は非抵抗性であるが，その他の races仁対しては Rtypeの抵抗

性を示す. このよう仁， これら3つの品種の遺伝子は， それぞれ異なった反応を示すばかりでなく，

Psaknonからは，上の3つの遺伝子と同じ反応を示す遺伝子はまだ分離されていなし¥ それゆえ，

日本の racesに対しては， Arlington， Duplex， Nigrateおよび Psaknonの4つの品種は，そ

れぞれ異なった遺伝子を持っているといえる. また， Favret (1949)はMonteCristoの遺伝子

Mlm とEngledowIndiaの遺伝子は相同であるとしたが， 日本の raceIVに対する反応によっ

て，両品種の抵抗性は判然と区別できる.

以上のように，アメリカおよびアルゼシチツで報告された結果と日本の racesに対する結果とは，

かなり違ったものがある.これは供試 racesが違うためであろう.それゆえ，本研究で，遺伝子が相

同であるとしたのは，本実験に供試した racesに対しては区別できないという意味である.

摘 要

1. 14の抵抗型グループに属する 44品種の抵抗性遺伝子を分析した.

2.グループ2から Kwanの遺伝子 Ml12，グループ4からロシヤ74号の Ml13，グルーブ5

から A.222のMl14..グループ6から Hannaのλfh5，グループ10から Psaknonの Mh6，

グループ 16から MonteCristoのλfh7，グル{ブ18から Nigrateの遺伝子ル1/18を明らかに

した.

3. A.222の遺伝子と ZZ1stの遺伝子は連鎖し，その組換価は29.2土2.8%であった.

4.ロジヤ66号の2つの遺伝子は H.E. S. 4の遺伝子 Ml5および Hannaの遺伝子 Ml15

とそれぞれ相同である.

5. ChevronのraceIXに対する抵抗性には Hannaの遺伝子 Mh5と相同の遺伝子が関

与している.

6.ゴールデジメロンの M typeの抵抗陸遺伝子は改良坊主麦の遺伝子 Ml， と相同である.

7. Goldfoilおよび Nigrinudumの遺伝子をそれぞれ Mらおよび Ml6と改めた.

終りに御指導を賜った西門所長ならびに高橋博士に厚く感謝する.
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